
第４回 朝倉運動公園再整備町民検討委員会 議事録 

 

日 時 ：令和７年２月２６日（水）１５時００分～１６時３０分 

場 所 ：垂井町役場 ２階 協議会室 

出席委員（敬称略）：後藤 誠一、古山 昌人、西川 一明、山田 成利、奈良 平三、 

遠藤 誠、角田 寛、浦野 真由美、中川 未凡、佐竹 まみ、 

太田 佳祐 

議事の概要（主な意見） 

（１） パブリックコメントの結果について 

（２） 朝倉運動公園再整備基本構想（最終案）の確認について 

（３） サウンディング型市場調査結果（令和 6 年度）について 

（４） 意見交換 

 

１．開会 

【事務局】 

・本日はお忙しい中、第 4 回朝倉運動公園再整備町民検討委員会にご出席いただき、誠に感謝申

し上げる。 

・本来であれば、今回の第 4 回町民検討委員会が最後の町民検討委員会となるため、町長が是非

とも本委員会に出席し、挨拶させていただきたいと考えていたが、他の公務から戻ってきてい

る状況であり、開始時間に間に合わないため、垂井町都市計画課課長の衣斐浩一がご挨拶申し

上げる。 

・これまで 3 回に渡り、委員の皆様から、朝倉運動公園再整備基本構想（案）の基本理念、基本

コンセプト、整備方針について様々なご意見をいただいた。前回の第 3 回町民検討委員会を踏

まえ、基本構想（案）が固まったため、基本構想（案）を議会に報告し、令和 6 年 12 月から令

和 7 年 1 月の約 1 ヶ月、町民の皆様や公園利用者の方等に対してパブリックコメントを実施し

た。本日の委員会では、パブリックコメントの結果及び意見に対する本町の考え方を報告させ

ていただく。 

・通常、行政が行うパブリックコメントの意見はあまり集まらないが、朝倉運動公園の再整備は、

町民の皆様にとって身近な分野であることから、5 人の方から合計 15 件のご意見を頂戴した。 

・また、本年度はあわせてサウンディング型市場調査を実施した。基本構想（案）の中には、体育

館の移転に関する内容があるため、本年度は昨年度よりも踏み込んだ形で調査を実施し、民間

事業者から意見を伺った。本日の委員会で本年度のサウンディング型市場調査結果についても

報告させていただく。 

・朝倉運動公園が町民の皆様の生涯スポーツの充実、健康増進、賑わい創出につながるような公

園となるよう、今後ともしっかり取り組んでいきたいと考えている。 



・本日は委員の皆様から様々なご意見を頂戴したい。 

 

２．議題 

(1) パブリックコメントの結果について 

(2) 朝倉運動公園再整備基本構想（最終案）の確認について 

【副委員長】 

・平日は、特にテニスコートがよく利用されている印象である。休日は体育館や野球場がよく利

用されているが、平日はあまり利用されていないと思う。パブリックコメントを見ると、テニ

スコートが破損しているとの意見がある。テニスコートは利用頻度の高い施設であるため、可

能な限り修繕・改修等を実施してほしい。 

 

【事務局】 

・町としても、平日のテニスコートの利用が多いことは把握しており、現在、テニスコートの修

繕の要望を多くいただいている状況である。今後、再整備にあわせてテニスコートの位置を再

検討することがあり得るため、現在、大規模な修繕は実施していない。今後、利用者が快適に

利用できるよう整備をしていきたいと考える。 

【副委員長】 

・テニスコートの駐車場もやや狭いと思う。 

【事務局】 

・サウンディング型市場調査においても、各施設の近くに駐車場を設置した方が良いとの意見が

あったため、今後、駐車場の配置について検討していきたい。 

【委員】 

・県外の方から、朝倉運動公園は景色が良いとの意見を聞いているため、維持していただきたい。 

【事務局】 

・パブリックコメントの中でも、豊かな自然環境を守ってもらいたいといった意見もあるため、

景色等も含め大切にしていきたいと考える。 

【委員】 

・資料 1、P5 の意見 NO.8 に対する町の考え方では、アーバンスポーツ等の新たな機能への転換

とある。アーバンスポーツについて自分なりに調べてみると、アーバンスポーツの特徴として、

若者や子どもがスポーツの入口としてコミュニケーションが生まれ、賑わいを創出するものと

明記されている。アーバンスポーツの中で、オリンピックに採用されているスケートボード、

BMX、フリースタイル、3x3、スポーツクライミング、ブレイキンの選出がテレビによく出て

いる。アーバンスポーツはそんなに大きな施設は必要ないため、例えばスケートボードの 1 種

目だけではなく、4 つか 5 つくらいの種目ができる施設があると良い。垂井町に行けば様々な

アーバンスポーツができることを PR すれば、町外から利用者が集まると思う。アーバンスポ

ーツの選手が朝倉運動公園に来たら、町内の小学生、中学生、高校生が上手な選手から教えて



もらえることができる。 

【事務局】 

・スケートボードに限らず、他のアーバンスポーツも含めて、新たな機能転換を検討していきた

いと考える。種目を限らず、複合的に様々なことができるように検討していく。 

【委員】 

・資料 1、P4 に再生可能エネルギーの活用とあるが、体育館が移転された場合、太陽光発電の設

置は考えているか。街路灯も太陽光発電のソーラーパネルで賄うと良いと思う。 

【事務局】 

・基本構想（案）に再生可能エネルギーの活用について記載があり、サウンディング型市場調査

にて、民間事業者に対し再生可能エネルギーについて意見を伺った。その結果、体育館の上に

太陽光パネルを設置することは考えられるとの意見であった。町としても、体育館の上に太陽

光パネルの設置や街路灯の上にソーラーパネルや風力発電の設置ができたら良いと考える。た

だし、朝倉運動公園は山が近く日陰になりやすいため、太陽光発電の効率の面も今後検討して

いきたいと考える。 

【委員】 

・資料 1、P5 の意見 NO.10 に、レンガ敷方式の園路を作ってほしいとある。レンガ敷方式が理想

であるが、予算との兼ね合いもあるため、園路がコンパクトになるかもしれないが、散歩がで

きる道は確保してほしい。高齢者が散歩しているのをよく見かけるため、散歩する道沿いに健

康器具があると良い。 

【事務局】 

・朝倉運動公園内を散歩される方が多いことは多方面から聞いており、町民及び利用者アンケー

トにおいても多数ご意見があった。特に野球場の上は見晴らしが良く、そこからの景色を大切

にされている方もいると聞いている。散歩コースについては、公園の再整備後も愛される施設

になるため、綺麗に整備していきたいと考える。健康器具については、現在の芝生広場の周り

に設置されているが、公園の奥まった場所にあるため、健康器具の配置場所を検討していきた

い。 

【委員】 

・高齢者は家の周りを散歩するため、現在の健康器具の場所までは散歩しないと思う。家の周り

だけの散歩で終わらないように、人が来るような何かに特化した工夫をしてほしい。道をアン

ツーカーで整備するなどすると良い。 

【事務局】 

・朝倉運動公園に行って散歩をしたいと思えるよう、いただいたご意見を参考とし検討をしてい

きたい。 

【委員】 

・公園全体が高台にあり、第 2・3 テニスコートや多目的グラウンドの砂の飛散があると聞いてい

る。防塵の対策は考えているか。 



【事務局】 

・多目的グラウンドにおける防塵対策については、サウンディング型市場調査で人工芝化すると

良いとの意見があった。基本構想（案）P45 の整備方針に「多目的グラウンドは、住民・利用

者のニーズに応じて利便性の高い機能を追加します」とあり、具体の人口芝化、防塵の舗装等

については記載していないが、その辺りも視野に入れながら、人工芝化や陸上トラック場の整

備等を含め検討していきたい。 

【委員】 

・昨年の 11 月に集いの広場のバーベキュー場を利用した。駐車場が遠く階段もあるため移動が大

変であった。バーベキューをやるときは荷物が多いため、近くに駐車場があれば良いと思う。

木の陰になっているところでバーベキューを楽しむことができたが、真夏だと暑いため、可能

であれば屋根付きのバーベキュー場があると良い。公園の再整備後に、子育て世代が気軽に朝

倉運動公園でピクニックやバーベキューができる空間があると良い。 

 

【事務局】 

・基本構想（案）P45 の整備方針に「住民・利用者ニーズを反映した満足度の高い施設の整備を

推進します」とあるため、バーベキュー場を利用される方のニーズを把握し、屋根や駐車場の

設置を検討していきたいと考える。 

【委員】 

・朝倉運動公園のバーベキュー場はトイレが遠い。足の不自由な子どもを連れている方もいるた

め、多目的トイレが近くにあると良い。 

【事務局】 

・そのような意見を反映できるような公園の再整備を検討していきたいと考える。 

【委員】 

・庁舎跡地のワイワイプラザ垂井は多くの利用があると聞いている。利用率が高くなるよう、朝

倉運動公園ならではの何かを整備してほしい。朝倉運動公園にまた行きたいと思うリピーター

が生まれるように再整備の内容を考えていく必要がある。再整備を実施したが、まったく人が

来ないということは避けたい。 

【事務局】 

・朝倉運動公園だから来たいと思えるような公園の再整備を目指していきたい。 

 

(3) サウンディング型市場調査結果（令和 6年度）について 

【副委員長】 

・昔、高校野球を教えていた。朝倉運動公園の野球場ができた当時は、高校野球の西濃地区予選

を朝倉運動公園で実施していた。打球の方向によって林の中に入っていたため、硬式球の価格

は 700～800 円するが、それが無駄になっていた。フェンスを高くすることは良いと思うが、

両翼が狭いためホームランになる可能性が高い。垂井町周辺の硬式対応の野球場は、大垣市の



北公園野球場、浅中公園総合グラウンドの野球場くらいしかない。したがって、朝倉運動公園

の野球場へのフェンスの設置や両翼を広げることにより硬式野球ができると良い。 

【事務局】 

・現在の野球場は軟式対応であり、硬式対応にした方が良いとの意見はサウンディング型市場調

査でいただいているため、今後検討していきたいと考える。 

【委員】 

・サウンディング型市場調査において、朝倉運動公園の再整備に関して積極的に興味を示してい

る民間事業者はいるのか。 

【事務局】 

・事業規模によると思うが、民間事業者は非常に興味を示されていると思っている。サウンディ

ング型市場調査以外において、先般の岐阜 PPP/PFI フォーラムにて朝倉運動公園の再整備につ

いて PR を実施した際に、参加されていた民間事業者から、興味を示している別の民間事業者

を紹介していただき、その後、意見交換を行った。意見交換の際に、事業参画に前向きなご意

見をいただいたため、町としては民間事業者の事業への参画可能性は高いと考えている。 

・本年度は 6 社の民間事業者に対してサウンディング型市場調査を実施した。令和 5 年度に 9 社

に対して意見交換を実施した中で、当時興味を示された 5 社を本年度のサウンディング型市場

の対象企業として選定した。残りの 1 社については、令和 4 年度に町職員による若手のプロジ

ェクトチームが意見交換した際に、興味を示された民間事業者を選定した。意見交換では、他

市町村における体育館の設計、建設、維持管理・運営に、官民連携事業として参画している民

間事業者から多数の意見をいただいた。国内の民間事業者、自治体が様々な手法で官民連携事

業を実施しており、町の財政負担を軽減するためにも、どの手法が最適かという視点で、今後

も官民連携事業を模索していきたい。 

【委員】 

・民間事業者に運営を任せるにしても、町民に対して利用しやすい料金体系を検討していただき

たい。 

【事務局】 

・サウンディング型市場調査でも、利用料金をもっと上げても良いのではないかとの意見があっ

た。一方で町民の皆様が利用しやすい料金体系も重要であることから、民間事業者の収益性と

町民の利用しやすさのバランスを考慮し、料金体系を設定していきたい。 

 

(4) 意見交換 

【事務局】 

・委員の皆様のご協力、ご尽力により、本日の委員会で朝倉運動公園再整備基本構想の最終案を

提示することができた。今後は、基本構想より具体の内容を記載した基本計画を策定する予定

である。基本計画策定に向けて、委員の皆様のご意見を参考とさせていただきたい。町民体育

館・体育センターに導入する機能、適正規模、運営方法、朝倉運動公園全体に導入する機能、



運営方法等について、忌憚のないご意見を伺いたい。 

【委員長】 

・1 人 1～2 分程度、要点を絞って意見を発言いただきたい。 

【委員】 

・防災拠点となるような施設としてほしい。サウンディング型市場調査の意見でもあったように、

グラウンドは災害時に仮設住宅を設置できるため、防災機能についても考慮していただきたい。 

・私は垂井町の北部に住んでいるが、北部の人は朝倉運動公園を利用していないと思う。私も 20

年ほど朝倉運動公園に行っていなかったため、第 1 回町民検討委員会開催の前に朝倉運動公園

に行った。感想として、静かな雰囲気で良かったと思う。周辺の住民の方の中には静かに暮ら

したいと思う人もいるため、賑わい創出も大切だが、その辺りも考慮していただきたい。 

 

【委員】 

・地域の人が活動できる複合施設があると良い。 

・町外、県外の人が朝倉運動公園に来た時に、宿泊できるような施設が公園内にあると良い。 

【委員】 

・年々、人口減少により税収が厳しくなることは間違いないため、公園そのものをコンパクトに

していくことも必要であると思う。サウンディング型市場調査では、公園が広すぎるという意

見があったため、余っている土地を民間事業者に売却して、その売却したお金を公園再整備の

事業費に充てても良いのではないかと考える。 

【委員】 

・今後、基本構想をベースとして、基本計画、基本設計を検討していく中で、地方自治体として

の戦略をどうするかが一番重要であると考える。その戦略をしっかりと確立しないままこの事

業が進むと、施設整備が先行していくということになると思う。 

・私は、日本サッカー協会で 10 年ぐらい仕事をしたことがあるが、京都府の丹後の方で、地域ス

ポーツクラブが地方自治体とタッグを組んで、U12 の大会を開催し観光につなげているという

ような戦略もあった。 

・スポーツビジネスの団体が、実際に指定管理で参入した事例では、地域性よりも集客を優先し

ていたことも聞いている。そのため、先ほど質問があったように、料金体系もそれなりになる。

コンソーシアム形式を立ち上げたところもあるが、どうしても株式会社が先行の事業計画にな

っていったという事例も知っている。 

・今回の基本構想の内容は、調査結果だけであって、ここから地方自治体として、どのような事

業戦略を立てて、どのような仕組み、スキームを作れるのかということを同時並行で今後の議

論を進めていかなければならないと思う。今日も皆さんの良いご意見をお聞きしているが、朝

倉運動公園だからこそ利用したいと思える戦略をどうプロデュースするのかということが重要

であり、その議論を、いつ、どのぐらいの時間をかけて、どのようなメンバーで、どう立ち上

げていくのかということを、今後の検討の枠組みに入れていただきたいと思う。 



・基本構想の後半部分の官民連携事業については、多くの方が詳しく知らない内容であると思う。

したがって、地域の皆様と官民連携事業に関する勉強会を開いていきながら、官民連携がどの

ような意味で、どう垂井町の成長発展に必要であるということを同時並行で進めていく必要が

ある。 

・地域の財産を地域の方で守っていき、それを活用して、垂井町の将来を作っていくというよう

な意識変換をどのような手法で進めていくのかということを同時並行で動かさないと、理解が

されないまま、箱物だけが進んでいくことになると思う。 

・最後にご存知の通り、中学校の部活動の地域移行が本格的に始まる。このタイミングで、公園

の施設に相当な金額を投資する構想を持たれるという地方自治体は、もう他にはないと思う。

まさしく、絶好のチャンスであり、部活動の地域移行に対してのどのようなスキームを作りな

がら、この体育施設をどう絡めて、地域でこれからの青少年のスポーツ振興を担うのか検討す

る必要がある。 

・朝倉運動公園は、昔からショートテニスが盛んである。このショートテニスは、垂井町が 30 年

前に立ち上げた地域スポーツとして根付き、皆様の健康及びコミュニケーションのために、貴

重な貢献をされた種目だとお聞きしている。そうすると、そういったところの調和化も必要で

あり、全体のスキームをどう作って、戦略を立てた上で、どこと組むのかということを、地方

自治体及び地域の皆様の意見が主導で、民間事業者との意見交換ができるような体制をお願い

したいと思う。 

【委員】 

・パラスポーツの推進を改めてお願いしたい。 

・障がいがある方とそうでない方も、障がいがある方に合わせて作っておけば、必然的に誰でも

使いやすくなると思う。インクルーシブのために、何かわざわざやるではなくて、整備された

結果、インクルーシブであるのが本来は良いと思う。 

・サウンディング型市場調査結果の資料においても、何かのスポーツの聖地にするというのが良

い悪いとあるが、やはり、パラスポーツの聖地にすることが良いと思う。パラスポーツという

のは、色々なスポーツがあり、ラグビー、アーチェリー、車椅子マラソンみたいなスポーツも

ある。色々なパラスポーツがあるので、そういうことを知っていく中で、多文化共生や多様性

が生まれてくると思う。運動するというのは、若くて体力があってスポーツするみたいな意識

が強いと思うが、垂井町の考えるスポーツというのは、障がいの有無や、年齢の違いでもない

ということを施設が体現すれば、わざわざ、言語化しなくても良いと思う。パラアリーナとい

うものが、東海地方ではまだ名古屋市にしかないので、岐阜県で初のパラアリーナを作ってい

くということが良いと思う。 

・大会を開催して、滞在時間を延ばすことで、食事や宿泊がしやすくなると思う。朝倉運動公園

だけでの収益性が大事ではあるが、町全体の経済波及効果が重要であると思う。 

・スポーツだけでなく興行という意味で、音楽イベントやファンミーティングというものがある。

例えば、好きなもののために集まるという人の力を、朝倉運動公園に集めるというのは大事だ



と思う。同じ車に乗っている人同士で集まることは、そんなに珍しくないため、そういう人た

ちが集まるという意味では、垂井町は交通の便がとても良いと思う。 

・町外の人から、正規の利用料金を取って、そこで運営費が賄えると、極端な話、町民の方から

利用料金をいただく必要はないと思う。理想は、町外の人から正規の利用料金を取って、町民

の方々は無料で利用できるぐらいの方が良いと思う。 

・パラスポーツの推進、大会や興行の誘致を検討していただけると、公園の持続可能性が高くな

ると思う。 

【委員】 

・町内の団体がワイワイプラザ垂井に申し込み、他団体と日程が重なった場合、抽選方法がはっ

きりしていないため、非常に困っているという話を聞いた。したがって、町外と町内の団体の

予約の日程が重なったときに、どのような抽選方法で利用団体を決めるのか明確にしてほしい。

例えば、県の大会だから優先するのか、その基準の明確化をしないと、絶対に揉めることにな

るため、抽選方法の明確化をしていただきたい。 

・パラスポーツは、オリンピックのときに話題になる。パラスポーツは、バスケットボール、ラ

グビー、ボッチャ等があり、体育館の中でできる。ぜひ、県立の体育館を、垂井町に持ってき

ていただきたいなと思う。そうすると、県からの補助金も出る。垂井町は西濃圏域に該当する

が、ほとんど岐阜市、大垣市に県のお金を持っていかれる。したがって、丁度良いチャンスな

ので、垂井町に県立体育館を行政の力で引っ張ってきていただきたいと思う。 

・運営を民間事業者に任せるのではなく、町民の意見を吸い上げるという意味で、外部から、町

民や団体の代表が運営に関われるような仕組みがあると良いと思う。 

・今後、大垣市の北公園や大垣城公園も再整備していく方針であるため、朝倉運動公園の再整備

のタイミングが重要である。朝倉運動公園の再整備のタイミングが悪いと、駅近やネームバリ

ューの違いによって、集客は大垣市の公園に全部持っていかれてしまうと思う。ネーミングラ

イツも大垣市の公園に持っていかれてしまう恐れがある。朝倉運動公園の再整備をやるなら、

早めにやり始めることが垂井町にとって大事と考える。 

【委員】 

・多目的グラウンドはタータンの陸上トラックを整備すると良い。垂井町の近くだと、岐阜市の

岐阜メモリアルセンターや各務原市の陸上トラックしかないと思う。本格的な陸上トラックが

垂井町にあれば、大垣市、養老町、池田町の人も来るかもしれない。垂井町の近場に無いよう

な設備を整備すると良いと思う。 

・インクルーシブな空間の視点において、海外の方のコミュニティは大きいと思う。お祈りがで

きるような多目的な施設があると良い。外国の人が利用しやすいなど、周りに無いような特化

した施設があっても良いと思う。 

【委員】 

・基本構想にあるエネルギー対策や防災機能の充実は、重きを置いてやってほしい。仮設住宅を

建てるためにも、今の広い敷地を残してほしい。 



・大会を開催することを踏まえると、施設の中に飲食店があると良いと思う。 

・子育て世代が毎日でも遊べるように、小さい子ども用の広場もあると良いと思う。 

【委員】 

・公園の再整備は、官民連携で進めた方が良いと思う。人口減少や高齢化がある中で、民間事業

者ができる部分は民間事業者に任せるのが良い。 

【副委員長】 

・朝倉運動公園で合宿や大会ができると良いと思うが、そのためには宿泊施設が必要である。現

在垂井町にある宿泊施設はコンテナホテルしかないため、宿泊施設があると合宿や大会を誘致

できると思う。 

【委員長】 

・町の戦略、施設の機能及び事業内容を考える上では、ぜひ町民の方や利用者の方の声を反映で

きる機会を積極的に取っていただきたいと思う。 

・先ほどの委員の意見の中で、民間事業者にすべて運営を任せるのではなく、町民の方も入れる

仕組みがあると良いという意見があったが、例えば公民館は、公民館運営審議会というものが

あり、地域から選ばれた人が運営に対して意見を言うことができるため、そういったことを組

み込んだような制度を考え、民主的な運営をやっていただけるよう検討いただきたいと思う。 

・子どもやマイノリティの少数派の意見を組み込んだような制度を考えていただきたい。 

・施設だけあっても、人がいないと動いていかないということがあるため、職員、スタッフ、ボ

ランティア、指導者の方の養成の機会をぜひ考慮いただきながら、施設を考えていただきたい。 

 

３．その他 

【事務局】 

・基本構想（案）において、町民体育館・体育センターの建て替え方針が決まったため、今後、朝

倉運動公園再整備事業は非常に大きな予算が発生する。垂井町として他にも多くの公共施設を

抱える中、財政面での平準化を図り、財源をどのように確保していくのか、より手厚い国や県

の補助金や交付金などの活用を目指し、来年度はその調査等を行いたいと考えている。 

・町民体育館・体育センターの適正規模や導入する機能等について、民間事業者とのサウンディ

ング型市場調査を引き続き行い、多くの情報を収集して、基本計画の策定につなげていきたい

と考えている。 

・基本計画の策定後は、官民連携に向けて、民間事業者の公募、設計、工事に移っていくような

流れである。 

・今後とも朝倉運動公園再整備事業に対して、ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げる。 

 

 

 



４．閉会 

【委員長】 

・本日は、非常に多くの意見をいただきありがとうございました。 

・意見等があれば事務局に問い合わせすること。 

・以上をもって第 4 回委員会を閉会とさせていただく。本日は、誠にありがとうございました。 

 

以 上 


